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• 第 27回皮膚泌尿器科集談会油ムム第 323回千葉医学会例会泊三口同
日時昭和 30年 2月5日(土〉 場所付属病院屋階大講堂
昭和 30年 6月.13日受付 
1. ザルコマイシシ治験 3. 新地業態婦検診報告(第 1報〉 
小林健正 大枝 肇(千葉県中央保健所〉
尿路を侵襲した子宮頚部癌 2例に予め廻腸跨脱を ，戦後の混苦[持]に激増の一途をたどうた位:病も漸く

作成し，ずノLコマイシン Na塩を静脈注射・して比較 影をひそめ，表面全く激減したように見受けられる

的長期にわたる観察を行い，臨床症状，臨床諸検査 現状ですが，果してこれが根本的減少を来したので

及び病理解剖的所見を総括し，次の見解を得た。 ありましょうか。

(1)ザルコマイシユ/は臨床的に悪性胎場の症状緩 地区公衆衛生を荷う私共は，この課題を解明すベ

解に有効で，療法を中絶する如き副作用はなし、。 く及ぶ限りの調査と抱策をおこないたし、と思いたち
 
(2)ザノレコマイシユノは仮令癌の進行疎止作用を多 その第一段階としてこ L数年全く放置され集団検診

少有するとも，癌組織を破壊する作用に乏しし、。 の中絶されておりました，千葉市新地に昨年2月以
.町 
(3)ザルコマイシンは肝・牌・副腎，殊に肝に対 来定期自主検診をす Lめ 1年を経過しましたので、そ

し可成りの毒性を有するのではなし、かと考えられる の概要を集計し御高覧に供したし、と思います。

ので，使用に際しては一応共の対策を講ずる必要が

ある。 
4. レシトゲシ写真供覧
(4)我々の症例lに遠隔転移を証し得なかったこと 斎藤豊一(関東逓信〉
はずノLコマイシ Yの効果と思うが， ζの作用機序は 1.巨大跨脱走l室
 
不明である。 2.腎杯憩室結石
 
2. クロール・テトラ・サイクリシ(サイクロ
3.原発性尿管腫場、
 
ラノ{F)治験 4.尿道外溢流像
 
5. 7K腎症を伴える馬蹄鉄腎 
岡本昭二 6.珊瑚樹状結石 
我が国で、見出された Streptomycessayamahn- 5. 正常人の薬効学的植物神経機能検査特に

sisより製されたオーレオマイシン様物質であるグ 血圧曲線及び分類に就て

ロ{ル・テトラ・サイグ1)y (サイク Pライド〉を

使用して， 2，3の泌尿器科的疾患特に淋疾に臨床 
中村友次 

的応用を試みた。投与量は，淋疾に対し 1 日 1~2g， 正常人 424名に就き薬効学的試験を行し、次の結論

投与 1~2 日づづけ，急性淋疾 6 例中 4 例に治癒を を得た。

見た。その他，軟性下府 1例，腎孟炎2例，泌尿器 (1)血圧上昇度と最高上昇・時間との関係は血圧上

的手術 2例にそれぞれサイグロライド I日1g 4日 昇度 31以上は全例の約半数に， 46以上は 20%以上

義L 
間投与じ，全例に於て所期の目的を達成することが に認められた。
出来た。向副作用として.1例に悪心をみたのみであ (2)時間的関係に就ては 10' ~ 35'のものは全例
‘った。 の約 90%に，就中 18' ~30' のものは 70% に認め
られた。
